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平ᯘ ඖ᫂ 

情報処理学会 CITPフォーラム 代表 

 

㉸ス࣐ート社会を実現するという国ᐙ的取組が始まっている。㉸ス࣐ート社会を実現す

るためには、それをᢸう実㊶的 IT 人ᮦが必要となる。情報処理学会の認定情報技術者

（CITP：Certified IT Professional）制度によって認証された実㊶的 IT 人ᮦとはどのよ

うな人ᮦなのか。本ㄽでは、社会に求められるその人ᮦീをಠ▔するとともに、CITP のコ

である࢕ࢸࢽ࣑ࣗ CITPフォーラムの活動内ᐜを⤂௓する。CITPフォーラムでは、5つの専

門㒊会（SIG）と 3つのጤ員会を設⨨し、社会㈉⊩活動、人ᮦ⫱成活動、社会提ゝなどを行

っている。これらの活動を実㊶し、㐠Ⴀしてきた経緯や課題対ᛂについても述べる。 

 

⃽ ᅈ˟↚൭↰↸↻↺ʴ஬΂ 

≔≑IT ʴ஬ⅻ൭↰↸↻↺ᅈ˟ 

 ௒から 10 年前、ḟ世代㟁Ꮚ行ᨻࢧーࣅスというᵓ᝿[1]があった。これはᨻᗓのシスࢸ

ムをᶓ連携していくというものであるが、௒の࣐イࢼンバーシスࢸム[2]に⧅がっている。

᏶成したのは᫖年であるが、ᵓ᝿から 9 年᥃っている。そして௒度は Society 5.0[3]が進

められている。㉸ス࣐ート社会を実現するというᵓ᝿で、ᐁẸのࢧーࣅスの連携をしてい

くものである。このためࢹーࢱබ㛤やࢧーࣅスの API ໬などもしていくண定となっている。

このような IT໬は世界඲యとしてのὶれであり、社会インフラのࢹジࢱル໬が進み、AIや

ロボット、IoT といった技術を౑いこなす人ᮦがますます必要になってきているのが現状で

ある。 

      

�次世代電子行政サービス

�日本政府がＩＴ技術を活用し「Society 5.0」の推進を宣言

「内閣府第5期科学技術基本計画より（平成２８年１月２２ 日）」

z サイバー空間とフィジカル空間（現実社会）が高度に融合した「超スマート社会」を
未来の姿として共有し、その実現に向けた一連の取組を「Society 5.0」とし、更に深
化させつつ強力に推進

z 公共-民間サービスの連携、オープンデータ・バイ・デザイン、行政データ・サービスのAPI化

�技術革新による産業社会インフラのデジタル化
z 人工知能ＡＩ ディープラーニングなどの革新技術

z ロボットの実用化 工業用ロボット、人型ロボット

z ＩｏＴによるビジネスイノベーション

z ドローンや自動運転による活動空間の拡大

z ブロックチェーンによる金融革新

z 公共分野ではオープンデータ・公共サービス連携など

「次世代電子行政サービスの実現に向けたグランドデザイン（平成２０年６月４日）」

超スマート社会へ

эマイナンバシステム
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≕≑IoT∝AI ২ᘐ⇁෇ဇↆ↎⇻⇏∞∇∞⇝∍∙ 

௒まではユーࢨ௻業がⓎὀしたシスࢸムを IT ௻業がసるというのが日本では一般的であ

ったが、IPA(⊂立行ᨻ法人 情報処理推進機ᵓ)の人ᮦⓑ書[4]には、ユーࢨ௻業と IT ௻業

が協働してࢧーࣅスを創る時代にኚわってくるとㅻわれている。IT人ᮦも༢に IT の専門ᐙ

としてࡔけでなく、࢚ンドユーࢨに対するࢧーࣅスの価್を意識したシスࢸム㛤Ⓨをしな

いといけない時代になってきている。 
 

 

図 ௻業とࢨル໬によるユーࢱジࢹ 1 IT௻業の関係性のኚ໬ 

≖≑IoT ↳⇹⇩⇖⇭∞⇥∝AI ↚ઃ↾↺ʴ஬↝Ꮛ঺∝ྒࢽ∝ᄩ̬૾ඥ 

IoT やࣅッグࢹー࣭ࢱAI に携わる人ᮦをどのように確保するかというアンࢣートㄪ査結

果がある。1␒目は社内の人ᮦを෌ᩍ⫱するというもの、2␒目はእ㒊人ᮦの୰㏵᥇用とな

っている。つまり AIで仕事がなくなるとゝわれているが、ኚ໬に対ᛂできる人ᮦや専門ศ

㔝をᣢつ人ᮦが生きṧっていくということを≀ㄒっている。 
 

                 

                ℋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 IT௻業の IoTやࣅッグࢹーࢱ、AI等に携わる人ᮦの⫱成、⋓得、確保 

ฟ඾ Ｉ䠬Ａ IT人ᮦⓑ᭩ 2017 

䖃ཷⓎὀの㛵ಀ䛛䜙༠ാ・༠๰の㛵ಀへ 

䖃システムをసる䛛䜙サービスを๰る᫬代へ 

ฟ඾ Ｉ䠬Ａ IT人ᮦⓑ᭩ 2017 

൭↰↸↻↺ʴ஬ 

 ↈ↺ʴ஬ࣖݣ↚҄٭∝

 ᧉЎ᣼⇁ਤ↓ʴ஬ݦ∝

 

1 位 社内の人ᮦを෌ᩍ⫱ 
2 位 እ㒊人ᮦの୰㏵᥇用 
3 位 新༞の⫱成や௚社の活用 
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≗≑ʴᝠ↚ݣↈ↺஖ࢳ 

日本ではḢ⡿にẚべ IT技術者が IT௻業に集୰し、ユーࢨ௻業にᑡないഴྥがある。ユー

௻業とࢨ IT௻業は受Ⓨὀの関係にあるわけであるが、཮方の期ᚅは人ᮦの経㦂と௻業のಙ

㢗にある。つまり実行力があるかどうかが᥇用のポイントになる。 

 

 

≘≑൭↰↸↻↺ᘍѣཎࣱ 

㧗度 IT人ᮦに求められる行動特性をまとめると「≘↓↝щ↗≖↓↝̖͌Ⅵに整理するこ

とができる。これらの行動特性はシスࢸムに求められる要件をṇしく理ゎし、ࢳームの⥲

力を結集し、必要なࢱイ࣑ングでシスࢸムをࣜࣜースするために必要なものである。 

 

Ⅎ ܱᘍщ ܱጚ⇁സↈܱᘍщ 

ℳ Йૺщ ܦ᡾↚ݰⅾ̅ԡज़↗Йૺщ 

ℴ ʖยщ ᛢ᫆↳∐⇟⇕↚ࣖݣↈ↺ʖยщ 

ℵ ᢘဇщ ⇟⇓∑⇁ဃⅺↈᢘဇщ 

ℶ ሥྸщ ᢿɦ⇁Ꮛ঺∝ਦݰↈ↺ሥྸщ 

ℷ ᐯЎ↝̖͌ ⇁ᛐᜤↆ↎⇽∓⇞⇍⇕⇮↧↝ᝡྂ↗ᝧ˓ज़ 

ℸ ᫑ܲ↝̖͌ ⇁ᛐᜤↆ↎᫑ܲࣖݣщ 

ℹ ᅈ˟↝̖͌ ⇁ᛐᜤↆ↎⇽∓⇻⇍⇩⇝∍⇰∑↗ↆ↕↝ᐯᙾ 

℺ ⇙∅∋⇱⇗∞⇝∍∙щ ྸᚐↈ↺∝ˡ↾↺∝ॖഒⅻⅱ↺ 

℻ Ꮀಅ͒ྸ ̮᫂↖ⅼ↺ 

 

 

� 䝴ー䝄௻業(Ⓨὀഃの᝿䛔)

� ＩＴ௻業（ཷὀഃの᝿䛔）

z 技術力は䛒るの䛛
9 స䛳たシステムが౑䛔䜒のになる䛛䠛

9 システム೵Ṇでトラブ䜙な䛔䛛䠛

9 䝉䜻䝳䝸ティ⿕ᐖに会䜟な䛔䛛䠛

z その会社に㢗䜣でኻᩋしな䛔䛛
9 ྠ➼つᶍの㛤Ⓨ⤒㦂が䛒るの䛰䜝䛖䛛䠛

9 㢮ఝシステムの㛤Ⓨ⤒㦂が䛒るの䛰䜝䛖䛛䠛

9 ⣡期やண⟬はᏲ䜜るの䛛䠛

z そのᢸᙜに௵せてኻᩋしな䛔䛛
9 㛤Ⓨつᶍを⟶⌮で䛝る䛰䜝䛖䛛䠛

9 䝸スクを䝁ントロールで䛝る䛰䜝䛖䛛䠛

9 人ဨの⟶⌮がで䛝る䛰䜝䛖䛛䠛

z 䛚ᐈᵝᑐᛂが䛖䜎䛟で䛝る䛛
9 せᮃ・せ௳をṇし䛟⪺䛔てᥦ᱌で䛝る䛛䠛

9 ၥ㢟が㉳䛝た᫬に䛖䜎䛟ᑐᛂで䛝る䛛䠛

9 ஦௳を㉳䛣さな䛔䛛䠛
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⃾ CITP ⇻⇏∞∏∆ ෇ѣཞඞ 

この❶では、CITPフォーラムの活動状ἣを⤂௓する。 
 

≔≑CITP ⇻⇏∞∏∆ ෇ѣཞඞ 

CITPフォーラムの活動拠点および活動実⦼はḟのようになる。 

• 2014 年ᮎ活動㛤始 

2018 年 3 ᭶までに定౛会 20 ᅇ (2 ࣨ᭶に 1 ᅇ) 
• 活動拠点 

ᮾி࣭⚄ዉᕝᆅ༊、ྡྂᒇᆅ༊、኱㜰ᆅ༊ 

• 合ᐟ 

6102)ཎἙ‮ 年)、▼ᕳシࣅックࢸック(2017 年) 
• ศ⛉会 

定౛会の௚、専門㒊会やಶ別ࢳーム会合ከᩘ 

• 情報Ⓨಙ࣭ඹ有࣭コ࣑ࣗࢣࢽーション 
࣍ーム࣌ージ、メーࣜングࣜスト、掲♧ᯈ、FIT、඲国኱会、ワークショップ、 
アࣗࢽアルレポートをⓎ行（2016 年度は約 70 ࣌ージ）、እ㒊ጤ員会参加、 
社会提ゝ、ᨻᗓࣈࣃコメ、ᨻᗓ CIO ⿵బᐁとの意ぢ஺᥮ 等 

 

≕≑CITP ⇙∅∋⇱⇬⇉↝ನ঺ 

CITP フォーラムは情報処理学会の IT フォーラムのࡦとつであるが、CITP ⮬㌟による⮬

主㐠Ⴀ組織として CITPコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽを㐠Ⴀしている。[5][6] 

   

 図 3 CITPコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽのᵓ成 

 

(CITPフ䜷ーラム)

CITP䝁䝭䝳ニティ
ᵓ成ဨ CITP

䠑つのᑓ㛛㒊会（䠯Ｉ䠣）

CITP䝁䝭䝳ニティᖿ஦会
代⾲:平ᯘ

ᖿ஦ :㉥ᆏ ␊ᒣ ᯇ⏣ ᒸ⏣

㬼⃝ ᒸ㷂 ὾本 ㉥᰿ ୕Ꮿ
஬༑ᔒ ᅵᒇ ⚟ኈ ᭹㒊

᝟ሗฎ⌮学会 ITフ䜷ーラム 㓄ୗに䠒つのフ䜷ーラム

ᥖ♧ᯈ サイボ䜴䝈Live

䠯䠪䠯 䠢䠽䠿䡁䠾ｏｏ䡇

䝩ーム䝨ージ
学会 https://www.ipsj.or.jp/it-forum/CITP.html
CITP䝁䝭䝳ニティ https://citp-forum.ipsj.or.jp/

ロ䝂

䝁䝭䝳ニティ඲య会㆟を
２䛛月に一度ᐃ期㛤ദ

フ䜷ーラム䠖᝟ሗฎ⌮学会にⓏ㘓した公ⓗ組⧊
䝁䝭䝳ニティ䠖CITP自㌟による自୺運Ⴀ組⧊

CITP䝯ー䝸ング䝸スト citp_mem@citp-forum.ipsj.or.jp ௚SIG用
citp_h@ipsj.or.jp

䠏つのጤဨ会

JUAS䜰ドバンスド◊✲会 と連携

ᆅ᪉合ᐟを
年に一度㛤ദ
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≙≑IT ২ᘐᎍ↝૾Ӽࣱ 

社会のᑗ᮶の方ྥ性、ᑗ᮶の新しい技術をᢸう人ᮦ、௻業で求められる人ᮦや行動特性

など、㧗度 IT技術者のྥかうべき方ྥ性をまとめると以ୗのようになるであࢁう。 

 

� ᭗ࡇ↙২ᘐ⇁̅ⅳↂ↙↊↺ʴ஬↚ 

z IT ⇁˺↺ⅺ↸ IT ⇁̅ⅳↂ↙ↈ ℋIT ↞˳↝ɟᢿ 

z IT ↌↝↱↝↝ჷᜤ↞࢘໱  ℋIT ↚↷↺̖͌оᡯ↧ 

z ↷↹ɥˮ↝−⇿∑⇁Ⴘਦↈ  ℋ᭗ࡇ IT ʴ஬ 

� ↂ↻ⅺ↸ᅈ˟↖൭↰↸↻↺ʴ஬ 

z IT ২ᘐщ≋ܱᘍщ↝ⅱ↺ʴ≌ ℋCITP 

z IT ⇁෇ဇↆ↎ૼↆⅳ২ᘐ  ℋʴ߻ჷᏡ↙↘ 

z ᅈ˟ႎ̖͌↝оᡯ   ℋ⇹⇞⇳⇟∈⇭∑ 

 

 CITP とは「実行力のある㧗度 IT人ᮦ」を認証された人ᮦである。この技術力を生かし、

新しい技術を活用して、社会が必要とする価್を創㐀することによって、その力をⓎ᥹す

ることができるであࢁう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術力㽢活用力㽢๰㐀力 
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≋≖≌⇙∅∋⇱⇬⇉˟ᜭ(̊ܭ˟) -২ᘐᎍ↝ʩ්-  

コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ会議(定౛会)は CITP඲員を対㇟とした集まりで、定౛議題などの௚にㅮ₇

会や専門㒊会の報告などを㛤ദしている。 

 
活動ᴫ要 ጤ員㛗 メンバー（ͤ：㈶ຓ会員） 

ㅮ₇会 
CITP や産࣭学࣭ᐁの有識者/

キー࣐ンによるㅮ₇会 
㛤ദ場所を提౪できるᖿ事でᣢち
ᅇり 

ᖿ事会連⤡ 
ᖿ事会で議ㄽ࣭Ỵ定した内ᐜ

を必要にᛂࡌてㄝ᫂ 
㛤ദ場所を提౪できるᖿ事でᣢち
ᅇり 

SIG活動の⤂௓ 
専門㒊会の活動状ἣの報告 
(必要にᛂࡌて） 

SIG㒊会㛗 SIGメンバー 

᠓ぶ会 
コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽメンバー、㈶ຓ

会員、ࢤスト等による᠓ぶ会 
㛤ദ場所を提౪できるᖿ事でᣢち
ᅇり 

 

  -ᧉᢿ˟≋SIG≌ -ஊ࣓↚↷↺ཎК෇ѣݦ≌≗≋

有ᚿによる特別活動で、CITP なら誰でも参加でき、⮬ศの関ᚰのあるࢸー࣐で新しい㒊

会の設立も提案できる。また、㒊会㛗が認めれば CITP以እも参加できる。 

 
活動ᴫ要 㒊会㛗 メンバー （ͤ：㈶ຓ会員） 

シࣅックࢸック 

IT を活用し、⿕⅏
ᆅをはࡌめとするᆅ
ᇦ社会の課題ゎỴに
取り組ࡴ 

㉥ᆏ（日本 IBM） 

ᅵᒇ（ࣁイ࣐ックス） 
㬼⃝（日立） 
୕Ꮿ（NEC ソࣜࣗーション 
イࣀベーࢱ） 
⚟ኈ（LAC）௚ 

ᑠ学ᰯᩍ⫱支᥼ 
ᑠ学ᰯのプログラ

࣑ングᩍ⫱における
CITPの活用を検討 

஬༑ᔒ（NRI)、 
（㉥᰿ 
㒊会㛗代理） 

㉥᰿ 
 (ールド࢕ルフࢱジࢹ)
ᯇ⏣、㟷ᮌ、ᐑୗ 
(୰㟁シー࢕ࢸーアイ)௚ 

ࠗ知࠘のⓎಙ 

CITP がᣢつࣀウࣁ
ウや活動成果をࠗ知࠘
としてまとめ、࢚ッ
イやㄽᩥなどでබࢭ
㛤࣭Ⓨಙする 

ᯇ⏣ 
(୰㟁シー 
 (ーアイ࢕ࢸ

ᒸᓮ 
(ఫ཭㟁ᕤ情報シスࢸム) 
㉥᰿ 
 (ールド࢕ルフࢱジࢹ)
஭ᕝ（NEC）、 
ஂ保、ᐑୗ、㇏⏣ 
(୰㟁シー࢕ࢸーアイ)௚ 

アラࢧー技術者 
஺ὶ 

ⱝᡭ（30㹼40 代）
CITP同ኈの஺ὶ 

᭹㒊（NEC） 
᳃⏣（NRI） 
㬼⃝（日立）௚ 

CITP制度ㅎ問 

CITP 制度に関する
ᨵၿ点࣭要ᮃやレベ
ル㸳認証等に関して
情報処理学会にㅎ問
する 

平ᯘ（日立） 
ᯘͤ（情報処理学会） 
旭ͤ（情報処理学会） 

 
 

 
平成 29年度 CITPフォーラム/JUASアドバンスド研究会 活動報告書 

 

 
 

≖≑CITP ⇙∅∋⇱⇬⇉↝ನ঺ 

≋≔≌CITP ⇙∅∋⇱⇬⇉↝μ˳⇻−∞∆ 

CITP コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽはコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの㐠Ⴀを行うᖿ事会、技術者の஺ὶを行う定౛会、有

ᚿによる特別活動を行う専門㒊会からᵓ成される。 

  
  図 4 CITPコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの඲యフレーム 

  -ʙ˟ -⇙∅∋⇱⇬⇉↝ᢃփ࠴≌≔≋

ᖿ事会は、意ᛮỴ定を行う組織であり、ጤ員会などからᵓ成される。 

 
活動ᴫ要 ጤ員㛗 メンバー（ͤ：㈶ຓ会員） 

ᖿ事会 
コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの㐠Ⴀ඲般に

関する意ᛮỴ定 
ᖿ事会は新しいᖿ事を適ᐅເ集࣭㑅௵す

ることができる 

ᖿ事会 
定౛会 
ᢸ当ᖿ事 

࣭ᖿ事会࣭定౛会の㛤ദ日時、
議題（ㅮ₇会ྵࡴ）、㺛㺗㺚㺼㺋㺎㺷
のỴ定と場所の確保 

࣭ᖿ事会࣭定౛会のྖ会進行 

㛤ദ場所を提౪できるᖿ事でᣢちᅇり 

㐠Ⴀ 
ጤ員会 

CITP コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの㐠Ⴀに
関する௻⏬࣭ᨵၿ検討 

ᯇ⏣ 
（୰㟁シー 
 （ーアイ࢕ࢸ

᳃⏣（NRI） 
᭹㒊（NEC） 
旭ͤ（情報処理学会） 

プラット
フォーム 
ጤ員会 

࣍ーム࣌ージ、メーࣜングࣜ
スト等コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの連⤡お
よびᗈ報の IT インフラのᵓ
⠏࣭㐠Ⴀ 

ᒸ⏣（NEC） 
㉥᰿ 
 （ールド࢕ルフࢱジࢹ)
᳃⏣（NRI) 

IT フォー
ラム 
௻⏬ 
ጤ員会 

情報処理学会 IT フォーラム
（ソフトウェアジࣕࣃン、඲
国኱会等）に関する௻⏬࣭㐠
Ⴀ 

平ᯘ（日立） 

୕Ꮿ 
（NECソࣜࣗーション 
イࣀベーࢱ） 
⚟ኈ（LAC） 
ᯇ⏣(୰㟁 CTI) 
ᯘͤ（情報処理学会） 
旭ͤ（情報処理学会） 

˟̊ܭ

˟ᧉᢿݦ

˟ʙ࠴
ITἧỻὊἻἲ˖ဒۀՃ˟

ἩἻἕἚἧỻὊἲۀՃ˟

ᢃփۀՃ˟

ᜒ๫˟

ʙ˟ᡲዂ࠴

SIG෇ѣỉኰʼ

টᚃ˟

ἉἥἕἁἘἕἁ

૙Ꮛૅੲఄܖݱ

CITPСࡇ᛽բẒჷẓỉႆ̮

CITPἅἱἷἝἘỵ

ʙ࠴˟̊ܭ

ỴἻἇὊ২ᘐᎍʩ්

ἅἱἷἝἘỵỉᢃփ

২ᘐᎍỉʩ්

ஊ࣓ỆợỦཎК෇ѣ

（Special Interest Group）

2017年新規

分科会を拡大
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コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ会議(定౛会)は CITP ඲員を対㇟とした集まりで、定౛議題などの௚にㅮ₇

会や専門㒊会の報告などを㛤ദしている。 

 
活動ᴫ要 ጤ員㛗 メンバー（ͤ：㈶ຓ会員） 

ㅮ₇会 
CITP や産࣭学࣭ᐁの有識者/

キー࣐ンによるㅮ₇会 
㛤ദ場所を提౪できるᖿ事でᣢち
ᅇり 

ᖿ事会連⤡ 
ᖿ事会で議ㄽ࣭Ỵ定した内ᐜ

を必要にᛂࡌてㄝ᫂ 
㛤ദ場所を提౪できるᖿ事でᣢち
ᅇり 

SIG 活動の⤂௓ 
専門㒊会の活動状ἣの報告 
(必要にᛂࡌて） 

SIG㒊会㛗 SIGメンバー 

᠓ぶ会 
コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽメンバー、㈶ຓ

会員、ࢤスト等による᠓ぶ会 
㛤ദ場所を提౪できるᖿ事でᣢち
ᅇり 
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有ᚿによる特別活動で、CITP なら誰でも参加でき、⮬ศの関ᚰのあるࢸー࣐で新しい㒊

会の設立も提案できる。また、㒊会㛗が認めれば CITP以እも参加できる。 

 
活動ᴫ要 㒊会㛗 メンバー （ͤ：㈶ຓ会員） 

シࣅックࢸック 

IT を活用し、⿕⅏
ᆅをはࡌめとするᆅ
ᇦ社会の課題ゎỴに
取り組ࡴ 

㉥ᆏ（日本 IBM） 

ᅵᒇ（ࣁイ࣐ックス） 
㬼⃝（日立） 
୕Ꮿ（NECソࣜࣗーション 
イࣀベーࢱ） 
⚟ኈ（LAC）௚ 

ᑠ学ᰯᩍ⫱支᥼ 
ᑠ学ᰯのプログラ

࣑ングᩍ⫱における
CITPの活用を検討 

஬༑ᔒ（NRI)、 
（㉥᰿ 
㒊会㛗代理） 

㉥᰿ 
 (ールド࢕ルフࢱジࢹ)
ᯇ⏣、㟷ᮌ、ᐑୗ 
(୰㟁シー࢕ࢸーアイ)௚ 

ࠗ知࠘のⓎಙ 

CITP がᣢつࣀウࣁ
ウや活動成果をࠗ知࠘
としてまとめ、࢚ッ
イやㄽᩥなどでබࢭ
㛤࣭Ⓨಙする 

ᯇ⏣ 
(୰㟁シー 
 (ーアイ࢕ࢸ

ᒸᓮ 
(ఫ཭㟁ᕤ情報シスࢸム) 
㉥᰿ 
 (ールド࢕ルフࢱジࢹ)
஭ᕝ（NEC）、 
ஂ保、ᐑୗ、㇏⏣ 
(୰㟁シー࢕ࢸーアイ)௚ 

アラࢧー技術者 
஺ὶ 

ⱝᡭ（30㹼40 代）
CITP同ኈの஺ὶ 

᭹㒊（NEC） 
᳃⏣（NRI） 
㬼⃝（日立）௚ 

CITP制度ㅎ問 

CITP 制度に関する
ᨵၿ点࣭要ᮃやレベ
ル㸳認証等に関して
情報処理学会にㅎ問
する 

平ᯘ（日立） 
ᯘͤ（情報処理学会） 
旭ͤ（情報処理学会） 
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CITP コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽはコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの㐠Ⴀを行うᖿ事会、技術者の஺ὶを行う定౛会、有

ᚿによる特別活動を行う専門㒊会からᵓ成される。 

  
  図 4 CITPコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの඲యフレーム 
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ᖿ事会は、意ᛮỴ定を行う組織であり、ጤ員会などからᵓ成される。 

 
活動ᴫ要 ጤ員㛗 メンバー（ͤ：㈶ຓ会員） 

ᖿ事会 
コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの㐠Ⴀ඲般に

関する意ᛮỴ定 
ᖿ事会は新しいᖿ事を適ᐅເ集࣭㑅௵す

ることができる 

ᖿ事会 
定౛会 
ᢸ当ᖿ事 

࣭ᖿ事会࣭定౛会の㛤ദ日時、
議題（ㅮ₇会ྵࡴ）、㺛㺗㺚㺼㺋㺎㺷
のỴ定と場所の確保 

࣭ᖿ事会࣭定౛会のྖ会進行 

㛤ദ場所を提౪できるᖿ事でᣢちᅇり 

㐠Ⴀ 
ጤ員会 

CITP コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの㐠Ⴀに
関する௻⏬࣭ᨵၿ検討 
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（୰㟁シー 
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᳃⏣（NRI） 
᭹㒊（NEC） 
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࣍ーム࣌ージ、メーࣜングࣜ
スト等コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの連⤡お
よびᗈ報の IT インフラのᵓ
⠏࣭㐠Ⴀ 

ᒸ⏣（NEC） 
㉥᰿ 
 （ールド࢕ルフࢱジࢹ)
᳃⏣（NRI) 

IT フォー
ラム 
௻⏬ 
ጤ員会 

情報処理学会 IT フォーラム
（ソフトウェアジࣕࣃン、඲
国኱会等）に関する௻⏬࣭㐠
Ⴀ 

平ᯘ（日立） 

୕Ꮿ 
（NECソࣜࣗーション 
イࣀベーࢱ） 
⚟ኈ（LAC） 
ᯇ⏣(୰㟁 CTI) 
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  ᧉᢿ˟↝ኰʼݦ≑≗

 ˟ᧉᢿݦ⇕⇩⇬⇕⇩⇹⇝≌≕≋

IT を活用し、⿕⅏ᆅをはࡌめとするᆅᇦ社会の課題ゎỴに取り組ࡴ㒊会。 

 コー࢕ࢹネーࢱ： 日本 IBM ㉥ᆏ ு 㸭 ࣁイ࣐ックス ᅵᒇ ಇᶞ 

2017年度はୗグシンポジウムを㛤ദした。 

 
 

≋≕≌Ⅴჷ↝ႆ̮Ⅵݦᧉᢿ˟ 

CITP がᣢつࣀウࣁウや活動成果をࠗ知࠘としてまとめ、࢚ッࢭイやㄽᩥなどでබ㛤࣭Ⓨ

ಙする㒊会である。 

䐟 定౛会でのⓎ表や௻業間コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの஺ὶ 

z ➨ 19 ᅇ CITP コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ inNAGOYA（H29.12.6 定౛会）では日立〇స所 HPM
プロフェッショࢼルコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽと୰㟁シー࢕ࢸーアイ CITP コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽの活

動を⤂௓ 

z 活動成果のⓎ表 

¾ ኟఇみのᐟ題でプログラ࣑ングをやらせてみた 

ᰴᘧ会社୰㟁シー࢕ࢸーアイ ᐑୗಟ 

¾ ୰国のインࢱーネット事情 

ᰴᘧ会社୰㟁シー࢕ࢸーアイ ஂ保ኊ一㑻 

¾ 合格者がసる「認定情報技術者(ಶ人認証)⏦ㄳのᡭᘬき」  

ఫ཭㟁ᕤ情報シスࢸムᰴᘧ会社 ᒸ㷂ᅄ㑻 

䐠 アࣗࢽアルレポートのⓎ行 

z 2016 年のコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽศ⛉会（IT 人ᮦ⫱成ศ⛉会、社会価್創㐀ศ⛉会）の活動

成果をㄽᩥ集「㉸ス࣐ート社会をࣜードする実㊶的㹇㹒人ᮦの⫱成と₯ᅾ的社会

価್をᣢつࢧーࣅスの創ฟ」にまとめⓎ行した。 

উটॢছ঒
ৈ২ITৱત”CITP”ध॥঑গॽॸॕણ৿（਴௔）؞
AI（যੵੴચ）をણ৷खञ঺会੼கभ൉ୗহ୻（஧௳）؞
३অॵॡॸॵॡपेॊ੼க๾൴をઅइॊ؞ （ଅો）
३অॵॡॸॵॡ؞ ডشॡ३ঙॵউ

CITPシンポジウム
ITをણ৷खञ新ञऩ঺会੼கभ൉ୗ

਌ಈ؟঳ಹ঺੮১যੲਾ૪৶৾会CITPইज़شছ঒
ੈৡ؟঳ಹ঺੮১যੲਾ૪৶৾会ূਨ੍৖

14:00-14:15
14:15-14:45
14:45-15:05
15:10-17:30

঩ৎ :2017年10া27঩（স）14:00-17:30
会ৃ؟લඕ௧ఊ大৾ڱಀைڮڬگڱ（োৃ 13:30)

঳ಹ঺੮১যੲਾ૪৶৾会CITPইज़شছ঒
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� 䜰ニ䝳䜰ル䝺䝫ート  ඲ 71 ࣌ージ 

䛆IT 人ᮦ⫱成分科会/JUAS 実㊶ⓗＩＴ人ᮦのホ౯・⫱成◊✲会䛇 

䐟CITP ไ度を活用した高度 IT 人ᮦの⫱成 

 䡚超スマート社会をᨭ䛘る実㊶ⓗ技術⪅⫱成䡚 

 ୰電シーティー䜰イ ᯇ⏣ಙஅ 

䐠䝋フトバンク（IT ⤫ᣓ）の人㈈⫱成につ䛔て 

 䝋フトバンク 㕥ᮌᛅஅ 

䐡人工知能᫬代の IT 人ᮦ⫱成 

 デジタルフィールド ㉥᰿大࿃ 

䐢ᑠ学ᰯẁ㝵に䛚けるプログラ䝭ングᩍ⫱と CITP との連携 

 ᰴᘧ会社野ᮧ⥲合◊✲ᡤ ஬༑ᔒᬛ⏕ 

䐣人㈈能力を実ົベースでྍど化䛩る 

 ఫ཭電工᝟ሗ䡸䡹䡿䢍ᰴᘧ会社 ᒸᓮᅄ㑻 

䛆社会౯್๰㐀分科会/JUAS ₯ᅾⓗニー䝈をᣢつサービスの社会౯್๰ฟの◊✲会䛇 

䐤CITP による社会౯್๰㐀の取組䜏 

 日本 IBM（ᰴ） ㉥ᆏு 

䐥日本をඖẼに䛩るᨷ䜑の IT 

  -組䜏合䜟せ型のビジネスㄢ㢟ゎỴ- 

 ୰電シーティー䜰イ Ⲩᮌᓅᩥ 

䐦ᫎ画㚷㈹に䛚けるどぬ㞀☀⪅の QoL（Qualityof Life） 

 日本電Ẽᰴᘧ会社 ᒸ⏣ඞᙪ 

䐧ึ୰⣭プロマネのた䜑の現ሙで活䛛せ䟿⤫計᝟ሗ 

 䝝イマックス ᅵᒇಇᶞ 

 

� 合格者がసる「認定情報技術者(ಶ人認証)⏦ㄳのᡭᘬき」඲ 23 䝨ージ 

第 1 ❶ IT 技術⪅のス䜻ル・能力を 

     どのよ䛖にྍど化䛩るの䠛 

第２❶ ⏦ㄳ᭩の᭩䛝᪉の䝫イントは䠛 

ᥦฟ᭩㢮のᴫせとస成㡰 

業ົ⤒Ṕ᭩ 

ㄆᐃ᝟ሗ技術⪅⏦ㄳ᭩ 

୺せ業ົ・◊ಟ・プロフェッショナル㈉⊩のグ㘓 

㐩成度ᣦᶆチェックシート 

ス䜻ル⇍㐩度チェックシート 

第䠏❶ 合᱁⪅䛛䜙の䜰ドバイス 
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≋≗≌⇈∏⇛∞২ᘐᎍʩ්ݦᧉᢿ˟ 

ⱝᡭ（30㹼40代）CITP同ኈの஺ὶをする専門㒊会である。 

� CITPメンバーが提౪する、この活動ࡔけの特別ㅮ₇の㛤ദ 

� SIGメンバー同ኈの⮬Ⓨ的なࣅジネスアイ࢕ࢹア検討会 

� ㅮ₇㸭ࢼ࣑ࢭー後の技術ᗙㄯ会㛤ദ㸩᠓ぶ会 

   

  図 5 アラࢧー技術者஺ὶ専門㒊会の活動イメージ 

≋≘≌CITP Сࡇ᛽բݦᧉᢿ˟ 

CITP制度に関するᨵၿ点࣭要ᮃやレベル㸳認証等に関して情報処理学会にㅎ問する。 

■活動その 1 CPD[7]Ⓩ㘓のṇしい書き方検討プロジェクト 

z CITPの実際の活動౛を཰集した 

э内ᐜを⢭査し、ศᯒした 

z ṇしい書き方を CITP 定౛会議にフ࢕ードバック 

эCITP 制度のጤ員会を通して CPD⏦ㄳ案内にも཯ᫎされた 

 

図 6 CPD（Continuing Professional Development）実⦼Ⓩ㘓のṇしい書き方の౛ 

取ᚓ日 㛤ദᆅ ド᫂᭩用タイトル 活動ᙧែ
活動内ᐜ

ᩘ㔞
༢఩⾲グ

取ᚓ
༢఩

2016.3.28 ᝟ሗ大学(
᝟ሗ学㒊)

ㄽᩥㄅ（᝟ሗ学01）第99ᕳ（2015
年）; ஦౛分ᯒに基䛵䛟᝟ሗシステ
ム㛤Ⓨの䝸スクᑐ⟇᪉ἲ; ᢸᙜ分
2䝨ージ

[2-1] 業ົୖの成ᯝをⓎಙ
䛩る活動 6-ㄽᩥᥖ㍕（ᰝ
ㄞ௜䛝ㄽᩥ）

2䝨ージ 60.0

2016.2.4 ᝟ሗฎ⌮
学会(一ᶫ
大学)

䝋フト䜴䜶䜰ジ䝱䝟ン2016; 人工知
能は世の୰をど䛖ኚ䛘る䛛; Robot
of Everything; オープン・サービス・

イ ノ ベ ー シ ョ ン で ຍ ㏿ 䛩 る
KNOWLEDGE INTEGRATION;
㉁ၥᛂ⟅システムWatsonとその実
用化; IoTビジネスの㐣ཤ・現ᅾ・
未来 ; 䝟ネルウㄽ「人工知能は
2020 年の世⏺をど䛖ኚ䛘るの
䛛䠛」; ㄡで䜒౑䛘る自↛言ㄒฎ
⌮技術を┠ᣦして; ཷ㈹ス䝢ーチ2

[1] 能力を☻䛟活動 2-㞟合
◊ಟ（テスト、₇⩦➼なし）

4.8᫬間 4.8

2014.12.10 CITP 䝁

䝭䝳ニティ
(CD社 /ᮾ
ி)

第1ᅇCITP䝁䝭䝳ニティ; 日本や社
会඲యのIT技術㛵連のၥ㢟につ
䛔てディスカッションを行䛳た

[1] 能力を☻䛟活動 3-ぢ学

会、䝽ークショップ、䝁䝭䝳
ニティ活動へのཧຍ

2᫬間 2.0

2015.4.13 AB社 ≉㛤2015-069999; ᝟ሗ㆑ูシス
テム; ㈉⊩3๭

[2-1] 業ົୖの成ᯝをⓎಙ
䛩る活動 24-技術ⓗ成ᯝ(
≉チ Ⓨ᫂⪅に㝈る) 公
㛤᫬

0.3௳ 3.0

2014.11.6 ᝟ሗฎ⌮
学会(ᚚⲔ
ノỈ)

実ົᐙ䝁䝭䝳ニティイベント; システ
ムのㄢ㢟と実㊶

[2-1] 業ົୖの成ᯝをⓎಙ
䛩る活動 4-◊✲会Ⓨ⾲
（Ⓩቭ䛒り）

1.5᫬間 15.0
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 ˟ᧉᢿݦ૙Ꮛૅੲఄܖݱ≌≖≋

ᑠ学ᰯのプログラ࣑ングᩍ⫱における CITPの活用を検討する専門㒊会である。ࣜࣈࣃッ

クコメントをⓎಙした。 

 

ALT(እ国ㄒ指導ຓᡭ)制度を参⪃にẸ間の現ᙺ SEや㏥⫋者 SEなどをプログラ࣑

ングᩍ⫱ຓᡭ（TA）として඲国のᑠ学ᰯにὴ㐵することを提案 

 

「学ᰯᩍ⫱法施行規๎の一㒊をᨵṇする┬௧案୪びにᗂ⛶ᅬᩍ⫱要領案、ᑠ学ᰯ学⩦指導要領案ཬび୰学

ᰯ学⩦指導要領案」に関する意ぢ  

 ᩥ㒊⛉学┬初等୰等ᩍ⫱ᒁᩍ⫱課⛬課 ᚚ୰ 2017年 3᭶ 15日 一般社団法人 情報処理学会 

意ぢ： 

 情報処理学会では、IT スキル標準レベル 4 以上の上⣭技術者を対㇟に IT スキル標準で定

められたスキル評価方法に基づき、所定のレベルに相当する能力を有するとุ定された技

術者を「認定情報技術者（CITP）」として認証する制度を実施しています。現ᅾ 6,000ྡを

㉸える技術者が CITP に認定されています。この度、プログラ࣑ングᩍ⫱が義ົ໬されるこ

とがᑠ学ᰯ学⩦指導要領案で᫂♧されたことは、情報ࣜࢸラシーの〈㔝をᗈげるという意

࿡で኱ኚ評価しています。情報ᩍ⫱をకう௒ḟᨵ定に、CITP が有ᚿをເり、Ẹ間人として

ᑠ学生のプログラ࣑ングᩍ⫱に㈉⊩ができないか、ワーキンググループをసりලయ⟇を検

討しています。 

 ᑠ学ᰯ学⩦指導要領案をᣏぢしましたが、⟬ᩘと理⛉に関しては、ලయ的な一方で、⟬ᩘ

と理⛉以እの⛉目に関しては、「指導に当たっては、コンࣗࣆーࢱや情報通ಙネットワーク

を✚ᴟ的に活用して、情報の཰集࣭整理や、実㊶結果のⓎ表などを行うことができるよう

にᕤኵすること」としかグ㍕がなく、௒ḟᨵ定で♧されているプログラ࣑ング的ᛮ⪃のᩍ

⫱を、ᑠ学ᰯ現場の創意ᕤኵࡔけで進めることは↓理がある༳㇟を受けました。また、ᑠ

学ᰯᩍㅍはᢸ当するᩍ⛉がᖜᗈいことに加え、英ㄒのᩍ⛉໬にకう㈇ᢸቑなどを⪃៖する

と、ᩍ⛉໬されていないプログラ࣑ングᩍ⫱を同時に進めなければならないᩍㅍの㈇ᢸが

኱きすࡂると認識しています。 

 CITP 有ᚿは、検討を進める୰で、እ国ㄒ指導ຓᡭ（ALT）制度のプログラ࣑ングᩍ⫱∧を

整ഛすることができないかと⪃えています。ALT 制度を参⪃に⮬治య国際໬協会に準ࡌたプ

ログラ࣑ングᩍ⫱の受け─を設けることで、Ẹ間の現ᙺ SE や㏥⫋者 SE などをカ⦎し、プ

ログラ࣑ングᩍ⫱ຓᡭ（TA）として඲国のᑠ学ᰯにὴ㐵できないかを⪃えています。௒ᅇ

の⟅⏦では、プログラ࣑ングᩍ⫱の実現໬のために、国、ᩍ⫱ጤ員会、ᑠ学ᰯ現場、関係

団య、Ẹ間や学術機関が連携するとグ㍕されています。⚾たちは、Ẹ間や学術機関の一員

として、௒ḟᨵ定の実現をᮃࢇでいます。ᑠ学生のプログラ࣑ングᩍ⫱の෇⁥な実現のた

めにも、᫝非、ලయ的な推進にྥけて、Ẹ間などの関係団యとの連携もࡈ検討ୗさい。 
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CITP制度に関するᨵၿ点࣭要ᮃやレベル㸳認証等に関して情報処理学会にㅎ問する。 

■活動その 1 CPD[7]Ⓩ㘓のṇしい書き方検討プロジェクト 

z CITPの実際の活動౛を཰集した 

э内ᐜを⢭査し、ศᯒした 
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められたスキル評価方法に基づき、所定のレベルに相当する能力を有するとุ定された技

術者を「認定情報技術者（CITP）」として認証する制度を実施しています。現ᅾ 6,000ྡを

㉸える技術者が CITP に認定されています。この度、プログラ࣑ングᩍ⫱が義ົ໬されるこ

とがᑠ学ᰯ学⩦指導要領案で᫂♧されたことは、情報ࣜࢸラシーの〈㔝をᗈげるという意

࿡で኱ኚ評価しています。情報ᩍ⫱をకう௒ḟᨵ定に、CITP が有ᚿをເり、Ẹ間人として

ᑠ学生のプログラ࣑ングᩍ⫱に㈉⊩ができないか、ワーキンググループをసりලయ⟇を検

討しています。 

 ᑠ学ᰯ学⩦指導要領案をᣏぢしましたが、⟬ᩘと理⛉に関しては、ලయ的な一方で、⟬ᩘ

と理⛉以እの⛉目に関しては、「指導に当たっては、コンࣗࣆーࢱや情報通ಙネットワーク

を✚ᴟ的に活用して、情報の཰集࣭整理や、実㊶結果のⓎ表などを行うことができるよう

にᕤኵすること」としかグ㍕がなく、௒ḟᨵ定で♧されているプログラ࣑ング的ᛮ⪃のᩍ

⫱を、ᑠ学ᰯ現場の創意ᕤኵࡔけで進めることは↓理がある༳㇟を受けました。また、ᑠ

学ᰯᩍㅍはᢸ当するᩍ⛉がᖜᗈいことに加え、英ㄒのᩍ⛉໬にకう㈇ᢸቑなどを⪃៖する

と、ᩍ⛉໬されていないプログラ࣑ングᩍ⫱を同時に進めなければならないᩍㅍの㈇ᢸが
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整ഛすることができないかと⪃えています。ALT 制度を参⪃に⮬治య国際໬協会に準ࡌたプ

ログラ࣑ングᩍ⫱の受け─を設けることで、Ẹ間の現ᙺ SE や㏥⫋者 SE などをカ⦎し、プ
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団య、Ẹ間や学術機関が連携するとグ㍕されています。⚾たちは、Ẹ間や学術機関の一員

として、௒ḟᨵ定の実現をᮃࢇでいます。ᑠ学生のプログラ࣑ングᩍ⫱の෇⁥な実現のた
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CPD実⦼グ入上の␃意点 (一㒊ᢤ⢋) 
9 社内◊ಟなど社እ⛎の内ᐜのሙ合、CITP の㈨㉁向ୖに䜅さ䜟し䛔内ᐜで䛒る䛣と

が䜟䛛るὀグをලయⓗ内ᐜにグ㍕䛩る䚹ㅮ₇ྡなどの一㒊をఅせᏐ(䕔)にした䜒の

で䜒よ䛔䚹䜶ビデンスとしてはୖ㛗➼の☜ㄆ㈨ᩱ䜎たはཧຍした䛣とが䜟䛛る㈨ᩱを

‽ഛ䛩る䛣と䚹 

9 䝯ンター・ᚋ進のᣦᑟなど月༢఩のሙ合、ᑐ㇟日には月の᭱ึの日௜をⓏ㘓䛩る䚹

Ⓩ㘓で䛝る活動は、新人ᣦᑟ (ሗ࿌᭩や日ㄅが䛒る)、୰ሀの䠫䠦Ｔᣦᑟ(ᣦᑟ計画

が䛒る)、ᖌᘵ㛵ಀに䛒るᣦᑟ⪅、などで、⫋ไୖの㒊ୗやプロジェクトチームの㒊

ୗ、など❧ሙୖの⟶⌮⪅によるሙ合はྵ䜎な䛔䚹䜎た、ලయⓗ内ᐜにはᣦᑟしたྛ

人にᑐ䛩るᣦᑟᴫせを一人一行⛬度でグ㏙䛩る䛣と䚹 

・ ・・ 

 

■活動その 2 CPD 対㇟範ᅖのぢ┤しプロジェクト 

z CITPの実際の活動౛をศᯒし㈉⊩活動を整理した 

э所ᒓする௻業に対する㈉⊩や社会に対する技術的㈉⊩の௚に、業ົとは┤接

連動しない支᥼活動に対する CPDⓏ㘓の定義が↓いことがุ᫂した 

    

図 7 社会㈉⊩の✀㢮(CITPの活動スコープ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

• ➇த力強化、イノベーション、人ᮦ強化

௻業➇த力強化

• ≉チ、ᶆ‽化、◊✲Ⓨ⾲、᭩⡠

技術ⓗ㈉⊩

• 社会システム、ＩＴᡓ␎、ᅜᐙプロジェクト

社会ᥦ言

• ほග、オ䝸ン䝢ック、஺㏻、⎔ቃ、䜶ネル䜼ーၥ㢟

社会活ᛶ化

• 㞀☀⪅ᨭ᥼、㜵⅏、高㱋化、་⒪、子⫱て、ᩍ⫱

社会ᨭ᥼

ᚑ来のどⅬ

CPDつ⛬に

䛣のどⅬが
୙㊊
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z CPD規⛬に㏣加すべき活動をጤ員会に提案 

эCITP 制度のጤ員会を通して CPD規⛬に཯ᫎされた 

 

（ὀ） プロボࣀ：プロによる社会㈉⊩ボラン࢕ࢸア活動 

図 8 CPD規⛬のᨵ定内ᐜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CPD༊ศ 実施ᙧ態࣭活動内ᐜ ベース 重み 上㝈 ὀ

ձ

能力を☻䛟活動

ձ 1-集合研ಟ（ࢸスト、₇⩦等あり） 受ㅮ時間 2 A
2-集合研ಟ（ࢸスト、₇⩦等なし） 1 A, 1
3-集合研ಟ（ぢ学会、ワークショップ、コ࣑ࣗ࢕ࢸࢽ活動） 参加時間 1

ո 4-⮬ᕫ学⩦(資格取得) 件 20 3
5-⮬ᕫ学⩦(䜶ビデンスが合᱁ドなどのሙ合) ᒚಟ時間 1 20/年
6-⮬ᕫ学⩦(䜶ビデンスが自分で䜎と䜑た学⩦成ᯝ㈨ᩱのሙ合) ࣌ージᩘ 1 10/年

②-1
業ົୖの成ᯝをⓎ

ಙ䛩る活動

ղ 7-研究会Ⓨ表（Ⓩቭあり） Ⓨ表時間 10 B, 1
8-研究会Ⓨ表（ポスࢱ） 2 B

ճ 9-ㄽᩥ掲㍕（査ㄞ௜きㄽᩥ） ࣌ージ 30 C, 2
10 D, 1, 210-ㄽᩥ掲㍕（査ㄞなしㄽᩥ）

մ 11-ⴭస（技術図書（ཎⴭ）ห行） ࣌ージ 10 2
5 212-ⴭస（技術図書（⩻ヂ）ห行）

յ 13-研ಟ会ㅮᖌ（社内㸹初ᅇ） ㅮ₇時間 3
14-研ಟ会ㅮᖌ（社内㸹同一内ᐜ2ᅇ目以㝆） 2
15-研ಟ会ㅮᖌ（メンࢱー、後進の指導など㸹᭶༢位） 人ᩘ�᭶ 2

շ 16-技術的成果(社内እでのⴭしい技術的成果㸹༢⊂/ඹ同) 件 20 E, 2
17-技術的成果(特チ Ⓨ᫂者に㝈る㸹බ㛤時) 10 20/年 2
18-技術的成果(特チ Ⓨ᫂者に㝈る㸹ᶒ฼໬時) 20 2

10 219-技術的成果(組織内での技術的成果のඹ有㸹༢⊂/ඹ同)
20-技術的成果(組織内の審査、査ㄞ) 5 F

②-2

社会㈉⊩活動

յ 21-研ಟ会ㅮᖌ（社እ㸹初ᅇ） ㅮ₇時間 3 G
2 G22-研ಟ会ㅮᖌ（社እ㸹同一内ᐜ2ᅇ目以㝆）

ն 23-බ的団య࡬の㈉⊩(各✀ጤ員) 所要時間 3 H
424-බ的団య࡬の㈉⊩(国際、国内、業界標準のస成)

25-බ的団య࡬の㈉⊩(⿢ุ等での技術㚷定) 4
326-බ的団య࡬の㈉⊩(JABEE審査)

27-බ的団య࡬の㈉⊩(ㄽᩥなどの査ㄞ) 件ᩘ 10
28-බ的団య࡬の㈉⊩(CITPの審査 ಶ人認証) 審査件ᩘ 6
29-බ的団య࡬の㈉⊩(CITPの審査 ௻業認定) 所要時間 3
30-බ的団య࡬の㈉⊩(初୰等ᩍ⫱における技術指導) 所要時間 2
31-公ⓗ活動への㈉⊩(䝟ブ䝸ック䝁䝯ント) 件ᩘ 5
32-公ⓗ活動への㈉⊩(䝽ークショップ、䝁䝭䝳ニティ活動䠗㈨ᩱᥦฟ䛒り) 参加時間 2 I
33-公ⓗ活動への㈉⊩(䝽ークショップ、䝁䝭䝳ニティ活動䠗㈨ᩱᥦฟなし) 参加時間 1 I

䝟ブ䝁䝯
プロボノ➼

業ົእの
自୺ⓗ活動
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≕≑CITP ⇻⇏∞∏∆↝ܱጚᚸ̖ 

CITP フォーラムの設立目的に↷らして㸱年間の活動を評価する。主なものとして、社会

提ゝについては、ࣈࣃコメをⓎಙしている。ᩍ⫱人ᮦ⫱成活動については、▼ᕳを始めᩍ

⫱関係機関との連携を始めている。学会以እのጤ員会活動や情報技術者の評価などはこれ

からという状ἣである。 

 

  図 9 CITPフォーラムの実⦼評価 

 

≖≑CITP ෇ѣ↝૾Ӽࣱ 

本ㄽの 1❶から 3❶までの視点࣭評価をまとめ、進ࡴべき CITP活動の௒後の方ྥ性を♧

す。 

� 社会に求められる人ᮦീの視点 

   技術力�活用力�創㐀力 

z CITPの専門ศ㔝を生かしたຮᙉ会 

z 社会㈉⊩活動を生かした社እの知ぢと理ゎ 

� CITPフォーラム 活動状ἣの視点 

z 認定者/参加者のቑ加 

z 専門㒊会の活性໬ 

z 一般の技術者の取り㎸み 

� 実⦼評価の視点 

z 対እ的な連携の推進 

z より上位の技術者を目指す仕組みసり 
 
 

� CITPフ䜷ーラム (タ❧┠ⓗ)
¾ CITP（ㄆᐃ᝟ሗ技術⪅）にㄆᐃさ䜜た

技術⪅ྠኈの஺ὶを㏻䛨た

¾ 自ᚊⓗな㉁の向ୖをᅗるሙとしてタ❧
䛩る䚹

¾ 社会ᥦ言、

¾ እ㒊のᑂ㆟会・ጤဨ会➼へのཧ画、

¾ ᝟ሗ分野に䛚けるᩍ⫱・人ᮦ⫱成活動

¾ などをྵ䜑

¾ ᵝ䚻なプロフェッショナル㈉⊩活動を推
進し、

¾ 䝢䜰䝺ビ䝳ーによる高䝺ベル᝟ሗ技術
⪅のホ౯➼

¾ により社会㈉⊩と技術⪅自㌟の䝺ベル
䜰ップに㈨䛩る

¾ 䛣とを┠ⓗとして活動して䛔䛟䚹

� 活動実⦼

¾ 2䛛月に1ᅇ඲య会㆟を実᪋して䛔る

¾ CITP 䝁䝭䝳ニティ会๎をไᐃ

¾ ᩥ㒊科学┬の䝟ブ䝁䝯にCITP活用の
ពぢ᭩を2017年3月15日にᥦฟ

¾ ᝟ሗฎ⌮学会のጤဨ会へのཧຍ(ಶ
人ㄆドጤဨ会、䠠䠬⦅㞟ጤဨ会)

¾ データ฼活用に㛵して2017年4月26日
に政府CIO⿵బᐁとពぢ஺᥮

¾ プログラ䝭ングᩍ⫱と᚟⯆ᨭ᥼に㛵し
て᳨ウ

¾ ▼ᕳシビックテック䝽ークショップ㛤ദ

¾ 日本を強䛟䛩る「ᨷ䜑のIT」のサービ
スマッ䝢ング௚

¾ 䝺ベル5ㄆド᳨ウ

¾ እ㒊ㅮ₇⪅のᣍ⪸、ᑓ㛛㒊会Ⓨ㊊

¾ CITPไ度を฼用したIT産業⏺の学䜃
の௙組䜏（୰電CTI、ఫ཭電工᝟ሗ）

䖂

䖂

䖂

䖂

ホ౯

䕧

䕿

䕿

䖂

 
平成 29年度 CITPフォーラム/JUASアドバンスド研究会 活動報告書 

 

 
 

⃿ ʻࢸ↚Ӽↀ↕ 

 

≔≑ᢃփɥ↝ᛢ᫆↗ࣖݣ 

㸱年間の CITP フォーラムの活動を通してⓎ生した㐠Ⴀ上の課題に対してᕤኵした主なも

のを整理する。 

� 参加者をどのようにቑやすか 

z ௻業認定制度の↓い会社は認定制度をసるのは኱ኚなので、社እの制度を฼用す

るメࣜットがある 㸫 会社として CITP 制度を推ዡして⏦ㄳを社員にಁす 

z 専門㒊会をቑやし⯆࿡のある㒊会をసる 㸫 一般の技術者の取り㎸みを図る 

z ᖿ事をቑやすことで㐠Ⴀ㈇ᢸをศᩓ 

z 専用࣍ーム࣌ージやಶ別メーࣜングࣜストの設⨨など PR の機会をቑやす 

� 定౛会議の場所の問題 

z 各社ᣢちᅇりで㛤ദし会議ᐊを提౪することで㈇ᢸをศᩓ 

� ண⟬の問題 

z 会議ᐊは各社提౪ 

z ㅮ₇者は CITP を୰ᚰとし、እ㒊ㅮ₇者は人⬦を活用 

� 実ົでᛁしい CITP 

z ᅵ日にやると会社会議ᐊが౑えない、᪑㈝が⮬⭡となるなど、Ꮩ立して会社から

ぢえなくなるので、できるࡔけ会社の理ゎをもらう 

z ᖿ事がᛁしい時は相互バックアップ 

� ボラン࢕ࢸアに関ᚰがある人が参加するഴྥ 

z プロボࣀも CPD ࢝ウントྍ能とし、ࣔࢳベーションアップ 
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࠙ⴭ者ࠚ平ᯘ ඖ᫂（ࡦらばやし もとあき） 

情報処理学会 CITPフォーラム 代表 

（ᰴ）日立〇స所で OSや㐠用⟶理࣑ドルウェアを㛤Ⓨ。内㛶ᗓ情

報໬参୚ CIO⿵బᐁとしてᨻᗓ情報シスࢸムの᭱適໬を推進。CIO

⿵బᐁ連⤡会議情報技術 WGࣜーࢲ、経῭産業┬ᩥᏐ情報基┙推進

ጤ員会、IPA TRM検討 WG主査、ᩥᏐ情報基┙㐠用検討 WGጤ員㛗等

のᨻᗓ関連ጤ員会に参⏬、㟼ᒸ኱学情報学㒊ᐈ員ᩍᤵ、JEITA IT

スㄪ㐩ᨻ⟇専門ጤ員会ጤ員㛗を経て、情報処理学会ࣅーࢧ CITPフ

ォーラム代表。 

 

Ӌᎋ૨ྂ 
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